
平成１８年２月１日 
 
各 位 

 
会 社 名   旭硝子株式会社 

                    代表者名   代表取締役社長執行役員 門松正宏 
                         （コード番号 ５２０１ 東証第１部） 
                    問合せ先   広報・ＩＲ室長 川上真一 
                         （TEL．０３－３２１８－５５０９） 
 

固定資産減損損失の発生に関するお知らせ 
 

 平成１７年度第４四半期において、下記の通り固定資産減損損失が発生しましたので、お知ら

せします。 
 

記 
 
１．固定資産減損損失の発生について 
  平成１７年度第４四半期において、海外子会社におけるＣＲＴ用ガラス等の生産設備を中心

とした固定資産について、合計で約３３０億円の減損損失が発生しました。 
  ＣＲＴ用ガラスはグローバルレベルで需要が減少しており、平成１７年１２月期においては、

販売数量の減少に加え、販売価格下落や原燃材料費高騰などの影響を受け、当社のＣＲＴ事業

の採算は悪化しました。今後もＣＲＴ用ガラスの需要は徐々に減少していく見込みであること

から、ＣＲＴ用ガラスを生産している海外子会社の設備の一部を減損処理することとしたもの

です。 
  なお、平成１７年度第３四半期までに計上した減損損失額と合わせ、平成１７年１２月期に

計上する減損損失額の合計は約３８５億円になる見込みです。 
 
２．業績への影響について 

今回発生した減損損失見込額（約３３０億円）については、平成１７年１２月期において、

特別損失として計上する予定であり、その結果等により、同期の連結当期純利益については、

平成１７年１１月９日に発表した当初予想の８１０億円から６００億円に減少する見込みで

す。 
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